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在
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唐
初
期
の
仏
教
界
で
は
、
玄
奨
三
蔵
(
六

O
二
|
六
六
四
年
)
に
よ
っ
て
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
を
説
く
経
論
が
新
た
に
訳
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
を
主
張
す
る
唯
識
学
派
と
悉
有
仏
性
・
一
乗
真
実
を
主
張
す
る
論
師
の
問
で
三
一
一
様
実
論

争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
の
論
争
の
中
で
、
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
を
主
張
す
る
唯
識
学
派
の
論
師
達
は
、
自
説
を
主
張
す
る
に

あ
た
り
、
宗
・
困
・
喰
の
三
支
の
論
式
を
積
極
的
に
用
い
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
慈
恩
大
師
基
(
六
三
二

l
六
八
二
年
)
は

『
成
唯
識
論
掌
中
継
要
』
巻
上
本
に
て
、
定
性
二
乗
が
不
成
仏
で
あ
る
こ
と
を
、
園
「
二
乗
之
果
応
有
定
姓
」
園
「
乗
所
被
故
L

圏
「
知
大
乗
者
」
の
三
支
作
法
の
論
式
を
用
い
て
示
し
て
お
り
、
無
種
性
が
不
成
仏
で
あ
る
と
の
主
娠
に
も
、
園
「
所
説
無
性
決

①
 

定
応
有
」
園
「
有
無
二
性
随
一
摂
故
」
困
「
如
有
性
者
」
の
論
式
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
唯
識
学
派
の
諭
師
の
多
く
が
、
玄
奨

訳
『
因
明
入
正
理
論
』
に
注
釈
書
を
著
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
を
主
張
し
た
唯
識
学
派
の
論

司
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師
達
は
因
明
に
通
暁
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

他
方
、
霊
潤
(
五
八

O
l六
六
七
年
頃
)
の
「
十
四
門
義
」
、
義
栄
(
生
没
年
未
詳
)
の
ご
巻
章
」
、
法
宝
(
六
二
七
|
七

O
三

l
七
O
六
年
頃
)
の
コ
乗
仏
性
権
実
諭
』
・
『
一
乗
仏
性
究
覚
論
』
(
以
下
、
『
究
党
論
』
)
な
ど
の
悉
有
仏
性
・
一
乗
真
実
を
主
張

し
た
論
師
の
著
作
に
は
、
自
説
の
主
張
に
際
し
て
積
極
的
に
因
明
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
唯
識
学
派
の
論
師
に
見
ら
れ
る
困



明
に
対
す
る
積
極
的
な
態
度
と
は
対
称
的
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
悉
有
仏
性
・
一
乗
真
実
を
主
張
し
た
論
師
の
因

明
へ
の
消
極
的
な
態
度
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
伝
教
大
師
最
澄
(
七
六
七

l
八
二
二
年
)
の
因
明
理
解
と
そ
の
思
想
的
背
景

@
 

.
を
検
討
し
た
吉
田
慈
順
氏
の
研
究
に
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
最
澄
の
コ
ニ
支
の
量
、
何
ぞ
法

性
を
明
か
さ
ん
や
」
と
い
っ
た
因
明
に
つ
い
て
の
批
判
的
理
解
は
、
法
宝
の
因
明
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
法
宝
の
因
明
観

と
は
、
悉
有
仏
性
や
一
乗
真
実
と
い
ワ
た
難
解
深
奥
な
真
理
は
因
明
に
よ
っ
て
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
の
も
の
で
、

こ
れ
に
は
悉
有
仏
性
・
一
乗
真
実
説
を
「
難
解
・
真
実
」
、
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
説
を
「
易
解
・
方
便
」
で
あ
る
と
す
る
法
宝
の

唯li'学派から見た法宝の因明理解
権
実
の
分
類
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
い
う
。

吉
田
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
法
宝
の
因
明
理
解
と
そ
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
は
筆
者
も
同
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
改

め
て
検
討
を
加
え
た
い
の
は
、
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
を
主
張
し
悉
有
仏
性
・
一
乗
真
実
を
批
判
し
た
唯
識
学
派
の
論
師
達
は
、
法

宝
の
因
明
観
や
そ
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
理
解
を
示
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の

問
題
に
ず
い
て
、
神
泰
(
生
没
年
未
詳
)
や
慈
沼
(
六
四
八
|
七
一
四
年
)
な
ど
の
唯
識
学
派
の
論
附
の
著
作
を
通
じ
て
考
究
し
て

い
き
、
悉
有
仏
性
・
一
乗
真
実
を
主
張
す
る
論
師
と
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
を
主
張
す
る
唯
識
学
派
の
因
明
に
対
す
る
対
称
的
な
態

度
の
理
由
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。
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一
一
、
法
宝
の
因
明
理
解
と
そ
の
思
想
的
背
景

現
存
す
る
法
宝
の
著
作
の
中
に
は
、
宗
・
因
・
轍
の
三
支
の
比
量
を
用
い
て
、
悉
有
仏
性
・
一
・
乗
真
実
を
主
張
す
る
事
例
は
見
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
『
究
克
論
』
に
は
因
明
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
「
遠
白
教
失
L

や
「
比
量
」
の
用
語
が
用
い
ら
れ
る
筒
所
も
存

在
す
る
が
、
・
こ
れ
ら
の
語
が
『
因
明
入
正
理
論
』
を
踏
ま
え
て
使
用
さ
れ
た
用
語
で
あ
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。



こ
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
法
宝
の
著
作
中
に
は
附
明
に
関
す
る
一
言
明
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
法
宝
の
因
明
に
対
す
る
考
え
は

明
ら
か
で
は
な
い
が
、

の
『
一
乗
要
決
』
や
、
済
進
(
一

O
二
五
ー
一
一
一
五
年
)
の

『
締
顕
密
二
教
諭
懸
鏡
抄
』
や
『
四
種
法
身
義
』
の
中
に
引
用
さ
れ
る
法
宝
著
作
の
逸
文
か
ら
、
法
宝
の
岡
明
に
対
す
る
考
え
を
窺

日
本
の
源
信
(
九
四
二
ー
一

O
一
七
年
)

う
こ
と
が
出
来
る
。

先
ず
、
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
巻
之
中
「
大
文
第
五
斥
定
性
二
乗
永
減
計
」
に
は
、
基
の
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
巻
上
本
に
立

て
ら
れ
る
定
性
二
乗
の
比
量
を
引
用
し
た
後
、
「
宝
公
の
云
わ
く
」
と
し
て
法
宝
の
因
明
に
対
す
る
考
え
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

唯識学派から見た法宝の困明理解
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因
明
は
た
だ
証
成
の
法
を
立
論
す
る
の
み
で
、
そ
の
比
量
に
過
失
が
な
く
と
も
、
真

理
に
か
な
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
教
証
と
し
て
『
大
智
度
論
』
巻
九
三
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
次
に
、
法
宝
の
岡
明
観
を
示
す
資
料
と
し
て
、
『
大
般
浬
繋
経
疏
』
の
逸
文
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
宝
の
『
大
般
世

@
 

繋
経
疏
』
は
巻
九
・
十
の
み
が
呪
存
す
る
が
、
そ
の
逸
文
が
師
茂
樹
氏
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
て
い
る
。
師
氏
が
収
集
し
た
逸
文
の
中
、

院
政
則
に
活
躍
し
た
新
義
真
言
宗
の
済
混
(
一

O
二
五
ー
一
一
一
五
年
)
の
『
掛
川
顕
密
二
教
諭
懸
鏡
抄
』
巻
五
に
「
宝
師
の
浬
般
市
経

疏
に
云
わ
く
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
逸
文
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
法
宝
の
因
明
観
は
、
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唯議学派から見たt~支の因明理解

こ
の
一
段
は
、
曇
無
識
訳
『
浬
繋
経
』
巻
三
「
寿
命
品
第
一
之
一
ニ
」
の
注
釈
筒
所
で
あ
る
。
こ
の
中
で
法
宝
は
、
十
住
の
菩
薩
で

あ
っ
て
も
知
来
常
住
の
理
を
知
る
こ
と
こ
と
が
出
来
な
い
と
説
く
『
浬
繋
経
』
の
教
説
に
基
づ
き
、
凡
下
の
者
に
お
い
て
は
、
如
来

が
常
住
で
あ
る
と
は
経
典
に
説
か
れ
る
教
え
を
仰
い
で
信
じ
る
べ
き
で
あ
り
、
妄
り
に
比
量
を
な
す
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
、
『
一
乗
要
決
』
や
『
緯
顕
密
二
教
諭
懸
鏡
抄
』
か
ら
窺
わ
れ
る
法
宝
の
因
明
観
は
、
二
乗
の
成
仏
や
如
来
が
常
住
で
あ
る

と
は
、
た
だ
仏
の
み
が
よ
く
知
る
所
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
閃
明
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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な
お
、
こ
の
よ
う
な
法
宝
の
因
明
に
対
す
る
批
判
的
理
解
は
、
彼
の
権
教
と
実
教
と
を
分
類
す
る
基
準
と
棺
接
に
関
連
し
て
い
る
。

法
宝
の
『
究
寛
論
』
巻
一
「
権
実
義
例
章
第
四
」
に
は
、
権
教
と
実
教
を
分
類
す
る
に
あ
た
っ
て
、
①
「
信
誘
罪
福
多
少
異
」
、
②

「
所
為
説
人
勝
劣
異
」
、
③
「
難
解
易
解
浅
深
異
」
、
④
「
仏
自
会
釈
有
無
異
L

、
⑤
「
権
実
相
対
前
後
異
L

、
⑥
「
大
小
不
同
半
満

⑥
 

昇
、
」
、
と
い
っ
た
六
つ
の
基
準
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
中
、
③
「
難
解
易
解
浅
深
異
」
は
、
易
解
の
教
え
は
権
教
で
あ
り
、
難
解
の

教
え
こ
そ
が
実
教
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
一
段
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
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こ
の
中
で
法
宝
は
、
「
悉
有
仏
性
」
を
説
く
『
浬
繋
経
』
、
「
唯
一
仏
乗
」
を
説
く
『
法
華
経
』
、
「
阿
羅
漢
成
仏
」
を
説
く
『
大
智

度
論
』
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
十
住
の
菩
薩
で
あ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
、
「
信
を
以
て
入
る
」
、
「
た
だ
仏
の
み
が
よ
く
了

す
」
と
い
っ
た
難
解
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
示
す
言
葉
が
あ
る
も
の
の
、
二
乗
の
実
滅
と
一
分
無
性
と
を
説
く
経
論
に
は
、
こ
う
し

た
難
解
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
示
す
言
葉
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
「
二
乗
実
滅
・
一
分
無
性
」
の
教
え
は
浅
い
権
教
で
あ
り
、
「
悉
有

仏
性
・
唯
一
仏
乗
・
阿
羅
漢
成
仏
」
の
教
え
こ
そ
が
奥
深
い
実
教
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
宝
の

「
附
明
は
た
だ
証
成
の
法
を
立
論
す
る
の
み
で
、
そ
の
比
量
に
過
失
が
な
く
と
も
、
真
理
に
か
な
う
も
の
で
は
な
い
」
と
の
因
明
観

唯識学派から見た法宝の凶明理.解

は
、
自
身
が
信
奉
す
る
悉
有
仏
性
・
一
乗
真
実
な
ど
の
教
説
が
「
難
解
・
真
実
」
で
あ
る
と
の
理
解
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。

一
、
『
大
智
度
論
』
巻
九
三
の
解
釈
に
つ
い
て

d
q
 

円
〆
臼

こ
れ
ま
で
、
法
宝
の
因
明
理
解
と
そ
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
そ
れ
で
は
、
法
宝
の
批
判
対
象
で
あ
っ
た
五
姓

各
別
・
三
来
真
実
を
主
張
し
た
唯
識
学
派
の
論
削
達
は
、
こ
う
し
た
法
宏
の
因
明
観
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
理
解
を
示
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
唯
識
学
派
の
諭
師
の
著
作
中
に
は
、
先
に
述
べ
た
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
所
引
の
「
宝
公
云
」
と
済
進
の
『
掛
川
顕
裕

二
教
諭
懸
鏡
抄
』
に
「
宝
師
浬
繋
経
疏
云
」
と
引
用
さ
れ
る
法
宝
の
因
明
観
に
対
し
て
、
こ
れ
を
直
接
的
に
批
判
す
る
文
言
は
見
ら

れ
な
い
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
法
宝
が
因
明
に
対
す
る
理
解
を
表
明
す
る
に
あ
た
っ
て
引
用
し
た
、
『
浬
繋
経
』
『
法
華
経
』

『
大
智
度
論
』
と
い
っ
た
経
論
に
関
す
る
唯
識
学
派
の
解
釈
で
あ
る
。

法
宝
の
因
明
観
の
思
想
的
背
景
を
表
す
資
料
と
し
て
示
し
た
『
究
覚
論
』
巻
一
「
権
実
義
例
章
第
四
」
に
は
、
『
浬
繋
経
』
『
法
華

経
』
『
大
智
度
論
』
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。
改
め
て
そ
れ
ら
の
出
拠
を
示
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。



唯議学派から見た法宝の闘明理解

-
曇
無
識
訳
『
大
般
浬
繋
経
』
巻
二
七
「
師
子
耽
菩
薩
品
第
十
一
之
一
」

シ

テ

ニ

サ

タ

ヨ

シ

ニ

タ

ル

ヨ

ト

ヲ

ナ

ラ

ハ

ノ

テ

ノ

ノ

ヲ

ニ

爾
時
、
師
子
耽
菩
薩
摩
詞
薩
臼
ν
仏
言
「
世
尊
、
若
一
切
衆
生
悉
有
二
仏
性
-
如
=
金
剛
力
士
-
者
、
以
ニ
何
義
-
故
、
一
切
衆

ル

ヤ

ハ

ル

ヲ

ル

ヨ

ト

ヲ

ノ

ハ

タ

ヨ

ハ

シ

ユ

号

リ

ト

リ

ノ

ノ

ハ

ル

カ

モ

タ

ル

ト

タ

生
不
ν
能
ν
得
ν
見
」
。
仏
言
「
善
男
子
、
醤
如
下
色
法
雄
ν
有
ニ
青
黄
赤
白
之
異
長
短
質
像
一
盲
者
不
合
見
。
雌
=
復
不
v
見
、
亦
不
v

ヲ

，

シ

ト

ノ

，

テ

ノ

エ

ハ

モ

ト

レ

ハ

ル

カ

十

リ

モ

タ

q

A

毛

ト

ハ

ル

コ

ト

ノ

得
ν
言
ν
無
=
青
賞
赤
臼
長
短
質
像
ザ
何
以
故
。
育
雄
ν
不
ν
見
、
有
ν
目
見
故
。
仏
性
亦
爾
。
一
切
衆
生
雛
v
不
ν
能
ν
見
、
十
住

ル

カ

ヲ

ナ

リ

ハ

ク

ル

J

ノ

ノ

ル

ハ

シ

ニ

ル

カ

ヲ

ノ

ハ

ル

シ

ニ

ル

カ

ヲ

ヨ

ハ

タ

ノ

菩
薩
見
=
少
分
一
故
。
加
来
全
見
。
十
住
菩
薩
所
ν
見
仏
性
知
ニ
夜
見
p

色
。
如
来
所
ν
見
如
ニ
畳
見
v
色
。
善
男
子
、
警
知
下
膳
者

ル

コ

ト

ヲ

ル

毛

ナ

ラ

リ

テ

ノ

ニ

セ

ハ

ヲ

テ

ノ

ヲ

エ

ル

カ

ニ

ル

コ

ト

ヲ

ノ

毛

タ

シ

ノ

モ

ル

コ

ト

ヲ

ト

見
ν

色
不
ν
了
、
有
=
善
良
医
-
而
為
治
v
目
、
以
ニ
薬
力
-
故
得
中
了
了
見
r

十
住
菩
薩
亦
復
知
v
是
。
雌
下
見
=
仏
性
-
不
v
能
中
明

+

ル

コ

ト

テ

ノ

ノ

ヲ

ニ

タ

ナ

ル

コ

ト

ヲ

⑧

了
人
以
=
首
梼
厳
三
昧
カ
-
故
、
能
得
=
明
了
」

-
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
二
「
醤
喰
品
」

ノ

ハ

ニ

ノ

タ

ハ

キ

テ

ヲ

シ

テ

サ

斯
法
華
経
、
為
-
-
深
智
=
説
。
浅
識
閑
ν
之
、
迷
惑
不
ν
解。

ホ

テ

ハ

ノ

ニ

テ

ヲ

タ

リ

ル

コ

ト

ヲ

ン

ヤ

ノ

?

?

⑨

尚
於
ニ
此
経
」
以
ν
信
得
ν
入
、
況
余
声
問
。

ナ

リ

ル

ハ

力
所
ν
不
ν
及。

ス
ラ

汝
舎
利
弗
、
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テ

ノ

ノ

ユ

於
-
-
此
経
中
J

一
切
声
問
、

及
昨
支
仏
、

-
龍
樹
造
羅
什
訳
『
大
智
度
論
』
巻
九
三
「
釈
畢
定
品
第
八
十
三
」

ノ

ニ

毛

ナ

リ

フ

ノ

リ

テ

ス

ト

パ

タ

ノ

ミ

タ

リ

テ

ス

ル

ハ

L
F
F
キ

を

ス

ノ

ヲ

復
九
、
仏
法
HP-五
不
可
思
議
中
-
最
第
一
。
今
、
き
日
下
漏
尽
阿
羅
漢
還
作
仏
、
唯
仏
能
知
、
論
議
者
正
可
ν
諭
ユ
其
事
心
不
ν

ス

ル

ヨ

ト

ノ

ユ

ニ

ス

シ

メ

チ

ル

，

a-ハ
チ

ク

セ

ン

ハ

キ

号

ス

タ

カ

ラ

ル

⑪

能
二
測
知
-
、
是
故
不
ν
応
中
戯
論
日
若
求
得
ν
仏
時
、
乃
能
了
知
。
余
人
可
ν
信
、
而
未
ν
可
ν
知。

法
宝
が
引
用
す
る
こ
れ
ら
の
経
論
は
、

『
浬
繋
経
』
に
は
「
悉
有
仏
性
」
で
あ
る
と
は
十
住
の
菩
薩
で
あ
っ
て
も
少
分
に
見
る
こ

『
法
華
経
』
で
は
「
一
乗
」
は
深
い
智
慧
を
有
す
る
者
に
対
す
る
教
え
で
信
を
以
て
入

と
し
か
出
来
な
い
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、

る
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
、
『
大
知
日
度
論
』
で
は
「
二
乗
作
仏
」
は
た
だ
仏
の
み
が
よ
く
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
法



宝
が
こ
れ
ら
の
経
論
を
引
用
し
た
意
図
は
、
「
悉
有
仏
性
L

「
唯
一
仏
乗
」
「
二
乗
作
仏
」
の
教
説
こ
そ
が
「
難
解
・
真
実
」
で
あ
る

こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
『
一
乗
要
決
』
中
に
「
宝
公
の
云
わ
く
」
と
し
て
引
用
す
る
法
宝
説
と
、
法
宝
の
『
究
克
論
』

「
権
実
義
例
章
第
四
」
に
共
通
し
て
引
川
さ
れ
て
い
る
、
羅
什
訳
『
大
仰
H
度
論
』
巻
九
三
の
論
文
に
対
す
る
唯
識
学
派
の
解
釈

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
『
大
知
H

度
論
』
の
文
に
つ
い
て
は
、
神
泰
の
「
一
巻
章
」
に
以
下
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
引
用
さ

巻れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

田監富良学i浪から見た法宝の悶明理解
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神
泰
の
二
巻
章
」
で
は
、
能
証
の
囚
で
あ
る
行
性
の
有
無
は
不
定
で
あ
り
、
等
し
く
衆
生
に
あ
る
と
説
く
こ
と
は
出
来
な
い
論

拠
と
し
て
、
『
大
智
度
論
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
神
泰
は
『
大
知
日
度
論
』
の
論
文
を
阿
羅
漢
の
成
仏

と
不
成
仏
が
説
か
れ
る
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
を
説
く
も
の
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
神
泰
の
「
一
巻
章
」

中
に
は
、
『
大
知
H

度
論
』
巻
九
三
以
外
の
『
畑
作
製
経
』
巻
二
七
や
『
法
華
経
』
巻
二
の
引
用
は
検
出
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
唯

識
学
派
の
解
釈
で
は
『
浬
繋
経
』
や
『
法
華
経
』
も
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
を
説
く
経
典
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
法
宝
が
『
究
寛
諭
』
巻
一

「
権
実
義
例
章
第
四
」
に
て
引
用
す
る
『
浬
繋
経
』
『
法
華
経
』
『
大
智
度
諭
』
は
、
神
泰
に
と



つ
て
は
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
を
説
く
経
論
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
ま
た
、
『
大
智
度
論
』
の
文
に
は
、

た
だ
仏
の
み
が
よ
く
知
る
所
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
神
泰
は
阿
羅
漢
の
成
仏
と
不
成
仏
と
い
う
五
姓
各
別
・
三
乗
真

⑫
 

実
説
は
「
難
解
」
の
教
え
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
と
も
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

図
、
唯
識
学
派
か
ら
見
た
法
宝
の

「
難
解
易
解
浅
深
異
」
鋭

唯富良学派から見た法宝の国明理解

神
泰
の
『
大
智
度
論
』
の
引
用
を
通
じ
て
、
唯
識
学
派
の
論
師
は
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
説
を
難
解
の
教
え
と
捉
え
て
い
た
こ
と

が
窺
え
た
。
そ
こ
で
更
に
注
目
し
た
い
の
は
、
法
宝
の
因
明
観
の
思
想
的
背
景
と
し
て
示
し
た
『
究
寛
論
』
巻
一
「
権
実
義
例
章
第

四
」
の
主
張
に
対
す
る
慧
沼
の
反
駁
で
あ
る
。
慧
沼
の
『
慧
日
論
』
巻
一
寸
破
定
権
実
一
二
」
に
は
、
法
宝
の
「
難
解
易
解
浅
深
異
」

に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
反
駁
が
見
ら
れ
る
。

a
q
 

d
且

τ
nru 

J

-

-

ハ

タ

ノ

ハ

ラ

ユ

タ

リ

ト

ノ

ユ

ハ

タ

ナ

リ

ス

，

ホ

テ

ハ

ノ

ニ

「
『
浬
繋
』
二
十
七
云
、
十
住
菩
薩
不
ν
知
三
一
切
衆
生
悉
有
=
仏
性
寸
『
法
華
』
第
二
云
、
唯
一
仏
乗
。
汝
舎
利
弗
、
尚
於
=
此
経
J

テ

ヲ

ト

ル

コ

ト

ヲ

ノ

ニ

ハ

タ

ノ

ハ

ス

ノ

-

-

タ

ノ

ミ

9

ス

ト

ト

ハ

チ

シ

J

J

以
ν
信
得
v
入
。
『
智
論
』
九
十
三
云
、
阿
羅
漢
成
仏
非
エ
論
者
知
一
唯
仏
能
了
。
二
乗
実
減
一
分
無
性
、
即
無
=
斯
説
4

権
浅

ノ

ス

ル

ト

タ

ニ

ル

ハ

ニ

ニ

ト

ト

ト

/

/

タ

チ

レ

ス

ノ

ヲ

タ

毛

ヲ

実
深
義
決
定
也
L

。
亦
不
ν
応
ν
爾
。
『
深
密
』
既
為
ニ
勝
義
生
観
自
在
法
涌
弥
勅
等
菩
薩
-
説
。
即
日
疋
具
二
上
品
五
事
4

開
v
大
不
ν

ラ

ラ

ヲ

ニ

シ

テ

ヌ

レ

レ

ナ

リ

ト

7
A

ノ

ト

ノ

ト

ヲ

レ

ナ

リ

ノ

カ

ラ

タ

カ

ナ

リ

シ

テ

ス

ハ

ト

ニ

ル

ヤ

誘
、
不
v
作
=
余
説
」
故
決
定
知
、
日
疋
深
日
疋
実
。
云
ニ
不
定
性
成
仏
定
性
不
成
-a疋
能
了
。
仏
自
説
故
。
執
為
=
権
浅
一
室
不
ニ

セ

ニ

ス

ト

@

相
違
ベ
故
為
v
失
也
b

こ
こ
で
の
懇
沼
の
批
判
は
、
法
宝
が
権
教
と
実
教
を
峻
別
す
る
に
当
た
っ
て
用
い
る
「
難
解
易
解
浅
深
異
」
の
枠
組
み
自
体
を
批

つ
ま
り
、
『
解
深
密
経
』
は
、
勝
義
生
菩
薩
・
観
自
在
菩

判
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
枠
組
み
に
則
っ
た
上
で
の
批
判
で
あ
る
。



薩
・
法
涌
菩
薩
・
弥
勅
菩
薩
等
の
菩
薩
の
為
に
説
か
れ
た
教
説
で
あ
る
こ
と
か
ら
了
義
の
説
で
あ
り
、
不
定
性
の
成
仏
と
定
性
の
成

仏
は
仏
が
白
か
ら
説
い
た
教
え
な
の
で
、
こ
れ
を
浅
い
権
教
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
の
批
判
を
加
え
て
い
る
。

確
か
に
、
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
を
説
く
経
論
が
「
易
解
」
で
あ
り
「
方
便
」
の
教
え
で
あ
る
と
は
、
あ
く
ま
で
も
法
宝
の
理
解

に
す
ぎ
ず
、
慧
沼
な
ど
の
唯
識
学
派
の
論
師
は
、
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
を
説
く
経
論
を
「
難
解
」
で
あ
り
「
真
実
」
の
教
え
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
瑞
伽
論
』
に
税
か
れ
る
種
姓
諭
に
関
す
る
解
釈
か
ら
も
明
ら
か
で
、
遁
倫
(
?
|
七

O
五

の
『
珠
伽
論
記
』
巻
八
に
は
、
神
泰
と
基
の
次
の
よ
う
な
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。

唯識学派から見た法~Îiの困明理解
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ル

レ

ヲ
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ク

ク
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ノ

ニ

ト

ノ

ハ

タ

ノ

カ

ラ

ハ

ク

レ

ハ

レ

ナ

リ

タ

シ

テ

ノ

ノ

ヲ

結
云
下
「
応
ν
知
、
是
名
三
能
比
三
菩
薩
姓
血
相
こ
等
上
者
、
泰
云
「
弥
勅
自
言
、
我
日
疋
菩
薩
。
但
可
下
以
ニ
此
事
事
麗
相
-
比
中

ス

/

ノ

ヲ

リ

テ

ハ

キ

ニ

ノ

タ

ノ

ミ

シ

テ

ス

レ

れ

ト

パ

ス

ル

コ

ト

ノ

山

ク

テ

ノ

ノ

ハ

知
有
情
身
中
種
姓
ド
至
v

如
=
決
定
証
知
一
唯
仏
世
尊
究
覚
現
見
、
我
之
慈
氏
不
ν
能
ニ
現
見
こ
。
基
云
「
以
=
菩
薩
細
種
姓
相

キ

宇

リ

テ

ヲ

ス

ヲ

-
-
7

ク

ス

ト

ノ

ユ

ニ

ノ

ノ

ニ

ハ

タ

ル

カ

ノ

ニ

品

ム

宇

シ

テ

セ

品

レ

ナ

リ

ト

難
p

知
、
今
、
以
ν
行
比
=
知
種
姓
」
故
昔
日
三
能
比
ニ
菩
隆
種
姓
良
相
寸
故
此
段
初
文
云
、
由
ニ
此
相
-
故
令
豆
他
了
ニ
知
真
日
疋
盟
問
雌
寸

ノ

ハ

タ

ノ

ミ

ク

ル

ノ

品

ハ

予

ク

シ

テ

ヲ

ハ

レ

モ

タ

ト

ハ

ラ

ノ

7

ハ

パ

ト

予

リ

テ

ニ

其
細
相
決
定
実
義
唯
仏
能
知
。
此
中
且
推
=
於
仏
J

不
ν
言
ニ
我
亦
不
v
知
。
古
人
云
ニ
弥
勅
不
v
知
者
謬
也
。
以
三
塁
n
戒
経
』

7
ヲ

ノ

ハ

レ

ニ

シ

テ

ク

ト

ノ

ハ

タ

ノ

ミ

ク

ル

ト

ハ

ル

毛

タ

ル

ニ

予

ラ

タ

ル

シ

テ

ヲ

ス

ト

ノ

ル

ニ

ラ

タ

7
ト
ノ
ミ

云
=
種
姓
免
相
我
巳
略
説
」
諸
余
実
義
唯
仏
能
知
者
、
当
二
釈
迦
亦
不
v
知
也
。
且
知
z
推
ν
仏
非
ニ
弥
勅
不
p

知
。
位
言
z
仏

シ

テ

リ

レ

モ

タ

ル

ト

ニ

⑬

究
主
見
知
、
我
亦
知
ニ
不
究
克
-
」
。
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『
瑞
伽
論
』
で
は
、
巻
三
四
に
て
声
聞
と
独
覚
の
積
姓
が
説
か
れ
、
巻
三
五
に
菩
薩
の
種
姓
が
説
か
れ
る
。
そ
の
巻
三
五
「
本
地

分
中
菩
薩
地
第
十
五
初
持
職
伽
処
種
姓
品
第
ご
で
は
、
菩
薩
種
姓
に
は
施
・
戒
・
忍
・
精
進
・
静
慮
・
惑
の
六
波
羅
蜜
多
種
姓
の

免
相
が
あ
り
、
こ
の
負
相
に
よ
っ
て
他
者
に
菩
薩
で
あ
る
こ
と
を
了
知
さ
せ
る
が
、
そ
の
者
が
本
当
に
菩
薩
種
姓
で
あ
る
か
に
つ
い

て
は
仏
の
み
が
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
右
に
引
用
し
た
『
琳
伽
論
記
』
は
、
そ
の
一
段
に
つ
い
て
の
神
泰
と
基

の
文
意
通
り
に
菩
薩
種
姓
に
つ
い
て
は
仏
の
み
が
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
い

の
注
釈
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
『
瑞
伽
論
』



る
以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
通
り
、
唯
識
学
派
で
は
種
姓
論
は
た
だ
仏
の
み
が
知
る
「
難
解
L

の
教
え
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
奇
妙
な
こ
と
に
、
法
宝
の
『
究
覚
論
』
の
中
に
も
、
唯
識
学
派
の
種
姓
論
が
「
難
解
」
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
認

め
る
か
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
『
究
寛
論
』
巻
四
「
破
法
爾
五
性
章
第
八
」
に
て
、

一
切
衆
生
の
本
性
が
平
等
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
る
筒
所
に
お
い
て
で
あ
る
。

Il議学派から見た法宝の因明理解

リ

品

パ

ニ

ハ

ナ

リ

ト

品

川

二
本
性
一
切
衆
生
平
等
者
、
『
善
戒
経
』
第
一
云
「
菩
薩
性
有
=
二
種
ザ
一
本
性
、
二
客
性
。
本
性
者
、
陰
界
六
入
次
第

ニ

シ

テ

十

リ

レ

ヲ

タ

ト

ト

ハ

ハ

タ

ノ

ス

ル

ル

ナ

リ

ト

相
続
、
無
始
無
終
法
性
自
爾
。
是
名
ニ
本
性
」
客
性
者
、
請
、
所
=
修
習
二
切
善
法
、
得
コ
菩
薩
性
こ
。
又
云
「
復
有
三

ナ

リ

ノ

7

a

F

A

ニ

シ

テ

ル

ナ

リ

タ

ヲ

ユ

ケ

テ

ス

ト

ノ

フ

ト

ハ

ニ

シ

テ

ル

十

リ

リ

二
種
目
一
細
、
二

ι
施
。
所
v
言
細
者
、
無
因
而
得
。
無
v
因
得
ν
果
、
故
名
為
ν
細
。
所
ν
善
一
同
島
者
、
有
凶
而
得
。
従
ν

困
得
ν
果
、
故
名
為
ν
負
。
菩
薩
具
ユ
足
此
二
種
性
-
故
、
勝
=
於
一
切
戸
間
独
党
寸
況
余
外
道
」
。
准
=
此
経
文
一
細
目
疋
本
性
、

免
是
客
性
。
又
云
「
具
ニ
此
二
性
-
有
丘
ハ
印
相
一
一
切
衆
生
知
、
州
協
削
胤
叫
叫
叫
机
す
叫
凧
斗
湖
銅
剣
一

側
臥
悌
叫
城
跡

d
勧
割
劇
科
サ
叫
。
『
珠
伽
』
『
地
持
い
大
膏
抗
肌
ho
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こ
こ
で
は
、
菩
薩
の
二
種
性
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
『
善
戒
経
』
を
引
用
し
て
、
菩
薩
性
に
は
本
性
と
客
性
の
二
つ
の
性

が
あ
っ
て
、
本
性
は
「
細
」
で
客
性
は
「
免
」
で
あ
る
と
分
類
し
、
そ
の
細
性

(
H
本
性
)
に
つ
い
て
は
た
だ
仏
の
み
が
知
る
と
こ

ろ
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
一
切
の
衆
生
に
悉
く
仏
性
が
あ
る
と
は
、
十
住
の
菩
薩
で
あ
っ
て
も
知

る
こ
と
が
出
来
ず
、
た
だ
仏
の
み
が
よ
く
知
る
所
で
あ
る
と
『
浬
繋
経
』
に
説
か
れ
る
こ
と
に
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
中
で
言

及
さ
れ
る
『
混
繋
経
』
の
教
説
は
、
先
に
法
宝
の
悶
明
観
と
そ
の
思
想
的
背
景
を
確
認
す
る
中
で
引
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
同
じ
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
破
法
爾
五
性
章
第
八
」
で
の
法
宝
の
二
種
姓
に
つ
い
て
の
解
釈
は
、
悉
有
仏
性
・
一
乗
真
実
説
の
立
場



か
ら
の
も
の
で
、
そ
の
主
眼
は
一
切
衆
生
の
本
性
が
平
等
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
に
あ
り
、
『
瑞
伽
論
』
な
ど
に
説
か
れ
る
種

姓
論
を
実
教
と
し
て
認
め
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
の
法
宝
の
記
述
は
、
種
姓
論
が
説
か
れ
る

『
善
戒
経
』
『
地
持
経
』
『
職
伽
諭
』
に
「
た
だ
仏
の
み
が
よ
く
知
る
所
で
あ
る
」
と
の
「
難
解
」
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
示
す
一
言
葉

が
存
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
や
や
整
合
性
に
欠
け
る
印
象
を
受
け
か
ね
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

五
、
結

語

日鉄繊学il~から兄た法宝の岡町J .fIll解

以
上
、
法
宝
の
閃
明
理
解
と
そ
の
思
想
背
景
に
対
し
て
、
唯
識
学
派
の
論
州
達
が
ど
の
よ
う
な
理
解
を
示
し
て
い
た
の
か
を
検
討

し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
結
果
を
纏
め
れ
ば
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

源
信
の
『
一
乗
要
決
』
や
済
退
の
『
締
顕
密
二
教
諭
懸
鏡
抄
』
に
引
用
さ
れ
る
法
宝
の
因
明
に
対
す
る
理
解
は
、
因
明
に
よ
っ
て

は
「
悉
有
仏
性
」
「
唯
一
仏
乗
」
「
阿
羅
漢
作
仏
」
と
い
っ
た
難
解
で
あ
り
奥
深
い
真
理
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
米
な
い
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
法
宝
の
因
明
観
は
、
自
身
が
信
奉
す
る
悉
有
仏
性
・
一
乗
真
実
説
が
「
難
解
」
で
あ
り
「
真

- 247一

実
」
で
あ
る
と
す
る
解
釈
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
う
し
た
法
宝
の
因
明
理
解
に
対
し
て
、
唯
識
学
派
の
論
師
の
著
作
中
に
は
直
接
的
な
批
判
を
検
出
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た

が
、
そ
の
因
明
観
の
思
想
的
背
景
と
な
る
『
究
党
論
』
巻
一
「
権
実
義
例
章
第
四
」
の
「
難
解
易
解
浅
深
異
」
に
対
し
て
は
、
慧
沼

の
『
慈
日
論
』
に
直
接
の
反
駁
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
『
解
深
密
経
』
は
勝
義
生
菩
薩
・
観
自
在
菩
薩
・
法
涌
菩
薩
・
弥
納
菩
薩
等
の

菩
薩
の
為
に
説
か
れ
た
教
説
で
あ
る
こ
と
か
ら
了
義
の
説
で
あ
り
、
不
定
性
の
成
仏
と
定
性
の
成
仏
は
仏
が
白
か
ら
4

説
い
た
教
え
な

の
で
こ
れ
を
浅
い
権
教
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
の
批
判
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
『
瑞
伽
論
記
』
に
示
さ
れ
る
基
や
神
泰

の
種
姓
論
の
検
討
を
通
じ
て
、
唯
識
学
派
で
は
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
説
を
「
難
解
」
の
教
え
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら



か
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
し
て
ま
た
、
法
宝
が
悉
有
仏
性
・
一
乗
真
実
説
が
「
難
解
・
真
実
」
で
あ
る
こ
と
の
教
誕
と
し
て
引
用
す
る
『
浬
繋
経
』
『
法

華
経
』
『
大
智
度
論
』
に
つ
い
て
は
、
唯
識
学
派
で
は
こ
れ
ら
の
経
論
は
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
を
説
く
経
論
と
し
て
理
解
さ
れ
て

唯.学派から見た法宝の因明理解

い
る
こ
と
が
、
神
泰
の
「
一
巻
章
」
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。

以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
唯
識
学
派
よ
り
す
れ
ば
、
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
説
は
寸
難
解
」
の
教
え
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法

宝
の
い
う
「
悉
有
仏
性
や
一
乗
真
実
と
い
っ
た
難
解
深
奥
な
真
理
は
因
明
に
よ
っ
て
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
の
因

明
理
解
は
首
肯
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
唯
識
学
派
の
論
師
達
は
「
難
解
」
の
教
え
で

あ
る
五
姓
各
別
・
三
乗
真
実
説
を
同
明
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
新
た
な
問
題
点
と
し
て
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
稿
を
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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註①
『
大
正
蔵
』
巻
四
三
・
六
一
二
頁
上
。

②
吉
田
慈
順
「
最
澄
の
因
明
批
判
1
思
想
的
背
景
の
検
討
|
」
(
『
天
台
学
報
』
五
六
号
、
二

O
一
四
年
)
。

③
『
恵
全
』
巻
二
・
一

O
三
l
一
O
四
頁
。

④
附
茂
樹
「
法
宝
『
大
般
浬
繋
経
疏
』
逸
文
と
そ
の
分
析
|
済
還
に
よ
る
引
用
文
を
中
心
に
|
」
(
『
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
コ
ヱ
ハ

号
、
二

O
O
四
年
)
。

⑤
『
大
正
蔵
』
巻
七
七
・
四
六
五
頁
上
中
。

P

J

/

ノ

ニ

ハ

シ

テ

リ

ニ

ハ

/

⑥
法
宝
『
究
寛
論
』
巻
一
寸
権
実
義
例
章
第
四
L

寸
又
諸
経
論
権
実
義
例
略
有
=
六
相
J

一
信
誘
罪
福
多
少
異
、
二
所
為
説
人
勝
劣
異
、

三
一
ハ
難
解
易
解
浅
民
異
、
匹
ハ
仏
自
会
釈
有
批
異
、

L
A権
実
相
対
前
仇
異
、
九
ハ
大
小
不
同
半
枇
巽
。
三
札
一
乗
、
五
也
仏
性
、
二
説
相
品
川
M

タ

リ

ユ

買

ト

ヲ

P

ト

ト

ハ

ν
ナ
リ
ト

亦
有
ニ
六
相
一
故
知
、
一
乗
仏
性
為
ν
実
、
三
乗
五
性
是
権
」
(
『
龍
谷
大
学
論
集
』
八
八
頁
)
。
『
究
覚
論
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
浅
田
正

博
「
石
山
寺
所
蔵
『
一
乗
仏
性
究
覚
論
』
巻
第
一
・
巻
第
二
の
検
出
に
つ
い
て
」
(
『
龍
谷
大
学
論
集
』
問
二
九
号
、
一
九
八
六
年
)
、
同

〆
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寸
法
宝
撰
『
一
乗
仏
性
究
寛
論
』
巻
第
四
・
第
五
の
両
巻
に
つ
い
て
」
(
『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
五
集
、

れ
て
い
る
翻
刻
資
料
を
用
い
、
引
用
に
際
し
て
は
論
文
の
頁
数
を
記
載
し
た
。

⑦
『
龍
谷
大
学
論
集
』
九
十
頁
。

⑧
『
大
正
蔵
』
巻
十
二
・
五
二
五
頁
中
。

⑨
『
大
正
蔵
』
巻
九
・
二
六
二
頁
中
。

⑬
『
大
正
蔵
』
巻
二
五
・
七
一
四
頁
上
。

⑪
『
伝
全
』
巻
三
・
一
八
二
頁
。

⑫
神
泰
の
二
巻
章
」
に
対
し
て
は
、
一
切
皆
成
説
の
立
場
か
ら
義
栄
に
よ
る
反
駁
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
義
栄
の
寸
一
巻
章
」
に
は

ノ

ハ

タ

ニ

亨

シ

ル

ユ

エ

/

/

「
『
智
度
論
』
文
、
引
v
之
無
v
利
。
依
ニ
『
浬
繋
級
王
羅
漢
作
仏
不
作
仏
事
、
十
地
菩
龍
少
分
証
見
、
九
地
以
孔
随
品
川
聞
弘
、
如
来
世
部

リ

ナ

ル

コ

ト

宇

ハ

7
ル

十

リ

ノ

ハ

7

7

カ

予

レ

リ

ト

シ

テ

ハ

ハ

ト

カ

a

y

R

h

ソ

ン

予

見

ル

ヨ

ト

ヲ

ヲ

独
得
ニ
了
了
一
今
、
所
ν
述
者
、
知
来
之
一
言
。
『
大
論
』
所
ν
言
、
善
一
同
二
白
知
-
也
。
果
謂
ν
不
ν
可
ν
論
者
、
新
宗
何
得
三
敢
論
ニ
羅
漢
一

タ

ム

レ

ノ

ミ

シ

テ

ヲ

シ

テ

カ

ラ

ス

ル

コ

ト

ヲ

キ

ノ

カ

7
ヤ

レ

ヲ

ナ

リ

ト

シ

サ

ハ

--Re--

タ

ユ

ノ

ヲ

/

品

カ

ラ

ン

但

使

ニ

我

論

余

人

莫

v
論

。

如

ν
此
証
普
門
誰
云
ニ
其
然
A

若
許
ニ
諸
家
必
応
p

論
者
、
引
エ
此
論
文
J

其
利
安
在
」
(
『
伝
全
』
巻

三
・
二
一
三
頁
)
と
あ
る
。

⑬
『
大
正
雌
』
巻
四
五
・
四
一
三
頁
中
。

⑬
『
大
正
峨
』
巻
四
二
・
四
九
一
頁
上
。

⑬
『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
二
四
頁
。
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一
九
八
六
年
)
に
掲
載
さ

キ
ー
ワ
ー
ド

法
宝
、
神
泰
、
慧
沼
、
国
明
、
難
解
易
解
浅
深
異


